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令和元年７月11日　議会だより（2）

一
般
会
計

�

補
正
予
算

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
補
正
が
主
な
も
の
で

す
が
、
畜
産
振
興
助
成
事

業
の
大
幅
増
で
、
４
億
４

１
８
８
万
円
を
追
加
し
、

91
億
６
８
１
７
万
円
と
な

り
、
町
政
史
上
初
の
91
億

円
を
超
え
る
大
型
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

◯
空
き
家
対
策
総
合
事
業

補
助
金

�
２
９
９
万
円

◯
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
補
助
金

�

１
２
６
０
万
円

◯
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金

�

４
億
０
４
１
５
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

◯
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
（
販
売
事
務
等
委
託

料
）

�

１
２
６
０
万
円

◯
移
住
定
住
促
進
事
業

（
飯
豊
型
エ
コ
ハ
ウ
ス
モ

デ
ル
住
宅
新
築
工
事
に
係

る
監
理
業
務
委
託
料
）

�
２
０
３
万
円

◯
畜
産
施
設
整
備
事
業

�

４
億
０
４
１
５
万
円

財
産
の
取
得

◯
学
校
給
食
共
同
調
理
場

食
器
食
缶
洗
浄
機

取
得
金
額

�

１
３
７
１
万
円

契
約
の
相
手
方

　

山
形
市
双
葉
町

�

２

−

１

−

80

　

日
本
調
理
器
㈱

�

山
形
営
業
所

工
事
請
負
契
約
の�

�

一
部
変
更

◯
新
産
業
集
積
事
業
貸
工

場
敷
地
造
成
工
事

契
約
金
額

�

４
６
９
８
万
円
を

�

７
１
６
６
万
円
に

完
成
年
月
日

　

平
成
31
年
７
月
31
日
を

　

令
和
元
年
11
月
29
日
に

契
約
の
相
手
方

�

萩
生　

７
８
９

�

樋
口
建
設
㈱ 自然エネルギー活用住宅へ

６月定例会

91億円を超える予算
　

令
和
元
年
６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
５
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
１
人
、
条
例
の
廃
止
２
件
、
議
員
発
議
に
よ

る
条
例
の
設
定
１
件
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
補
正
予
算
６

件
、
公
有
財
産
の
取
得
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
と
第
三
セ
ク
タ
ー
の
決
算
状
況
及

び
繰
越
明
許
費
計
算
書
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

各
案
件
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

概　　　要



第 ４ 回 臨 時 会

（3）議会だより　令和元年７月11日

飯豊町議会議員
� 政治倫理条例を制定

条　
　
例

　
廃
止
す
る
条
例

◆
町
肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

◆
飯
豊
町
環
境
管
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

両
条
例
と
も

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い

解
体
す
る
た
め
、
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

　
新
た
な
条
例

◆
飯
豊
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例

　

飯
豊
町
議
会
議
員
が
町

民
の
代
表
と
し
て
議
員
活

動
を
行
う
際
に
、
行
動
基

準
等
を
定
め
、
議
員
の
政

治
倫
理
の
確
立
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
す
。　

専
決
処
分
の
承
認

◆
平
成
30
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

５
０
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
71

億
９
２
１
３
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
平
成
30
年
度

　

飯
豊
町
下
水
道
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算

　

６
５
０
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
総
額
を
７
億
３

１
２
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

条
　
　
　

例

◆
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
町
税
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
公
布
に

伴
う
も
の
で
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

公
布
に
伴
う
も
の
で
す
。

◦
介
護
保
険
条
例

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
る
低
所
得
者
の
保
険

率
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８

２
９
万
円
を
追
加
し
、
87

億
２
６
２
９
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
及
び
予
防
接
種
業
務

委
託
を
す
る
も
の
で
す
。

　５月８日、第４回臨時会を開催し専決処分の承認２件、補正予
算３件、条例の一部改正３件を審議し、いずれも全員賛成で可決
しました。

解体される肉用牛センター（眺山）



令和元年７月11日　議会だより（4）

夢と活力あふれる
� まちづくりの実現へ

質
問　

議
員
報
酬
の
引
き

上
げ
に
対
す
る
審
議
会
の

意
見
内
容
は
。

飯
豊
町
特
別
職
報
酬
等

�

審
議
会
を
開
催

町
長　

飯
豊
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
を
開
催
し
、

そ
の
意
見
を
聞
き
、
十
分

尊
重
し
た
う
え
で
提
案
し

て
い
ま
す
。

質
問　

中
山
間
地
域
の
振

興
対
策
は
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

�

交
付
金
制
度
等
の
活
用

町
長　

中
山
間
地
域
の
耕

作
条
件
不
利
地
で
は
、
傾

斜
地
が
多
く
、
条
件
不
利

地
の
山
間
地
や
、
中
山
間

地
の
受
け
手
が
少
な
く
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
の
農
業
政

策
に
つ
い
て
は
、「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

質
問　

閉
校
中
の
中
津
川

小
中
学
校
の
利
活
用
は
。

農
村
計
画
研
究
所
の

�

拠
点
に

町
長　

農
村
計
画
研
究
所

の
拠
点
な
ど
、
中
津
川
地

区
活
性
化
の
中
心
と
な
る

施
設
に
な
る
よ
う
、
地
元

住
民
と
協
議
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
津
川
地

区
の
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
８
月
に
第
５
次
飯

豊
町
総
合
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
ま
す
。
新
た
な
10

年
先
の
中
津
川
を
見
据
え

て
、
地
元
住
民
と
活
性
化

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

質
問　

本
町
の
学
力
向
上

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

「
い
い
で
希
望
塾
」の
継
続

�「
ふ
れ
あ
い
学
習
」の
充
実

教
育
長　

自
ら
考
え
判
断
、

表
現
し
、
主
体
的
に
学
ぶ

力
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も

の
育
成
、
特
に
家
庭
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
家

庭
学
習
の
環
境
を
整
え
た

学
習
意
欲
の
向
上
と
、
学

習
習
慣
の
定
着
を
図
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
中
学
生
対
象
の
「
い

い
で
希
望
塾
」
に
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。「
ふ

れ
あ
い
学
習
」
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
小
中
学
校
と

幼
児
施
設
の
交
流
と
し
て
、

温
か
い
人
間
関
係
の
基
礎

を
培
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

今
後
と
も
幼
児
施
設
と
の

連
携
活
動
が
よ
り
推
進
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

�

（
文
筆　

鈴
木
）

　

鈴
木
敏
夫 

議
員

◯
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に
対
す
る

�

審
議
会
の
意
見
内
容
は

◯
中
山
間
地
域
の
振
興
対
策
は

◯
閉
校
中
の
中
津
川
小
中
学
校
の
利
活
用
は

◯
本
町
の
学
力
向
上
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か

一般質問



（5）議会だより　令和元年７月11日

古
山
委
員　

萩
生
地
内
で

小
学
生
へ
の
声
掛
け
事
案

が
あ
っ
た
。
お
ら
ん
だ
ラ

ジ
オ
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
た
か
。

総
務
課
長　

今
回
は
利
用

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
危

機
管
理
の
面
か
ら
早
急
に

関
係
者
で
検
討
し
ま
す
。

長
沼
委
員　

公
職
に
あ
る

職
員
や
特
別
職
で
税
金
の

未
納
者
は
い
る
か
。

　

ま
た
、
未
納
が
あ
れ
ば

不
能
欠
損
処
分
を
す
る
こ

と
な
く
、
給
与
等
の
差
し

押
さ
え
を
す
べ
き
で
は
。

税
務
会
計
課
長　

未
納
は

あ
り
ま
す
。

　

今
後
収
納
に
努
め
、
不

能
欠
損
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
古
い
も
の
か
ら
納

付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

嶋
貫
委
員　

全
国
で
通
学

中
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
通
学
路
へ
の
歩
道
設

置
の
考
え
は
。

教
育
総
務
課
長　

２
年
に

一
度
関
係
者
で
現
地
検
分

を
し
、
町
道
、
県
道
そ
れ

ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
に
要

望
し
て
い
ま
す
。

髙
橋
委
員　

通
学
路
の
設

定
は
誰
が
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

設
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
関
係
機
関
で
検
討
し
、

学
校
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

後
藤
委
員　

学
校
で
の
い

じ
め
の
現
状
は
。

教
育
総
務
課
長　

い
じ
め

は
小
学
校
18
件
、
中
学
校

６
件
で
、
昨
年
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
い
じ
め

の
定
義
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
積
極
的
に
認
定

し
た
結
果
で
す
。

遠
藤
委
員　

新
た
な
Ｉ
Ｔ

戦
略
と
し
て
、
次
世
代
通

信
規
格
（
５
Ｇ
）
に
よ
り
、

２
０
２
３
年
度
中
に
、
20

万
基
の
信
号
機
が
開
放
さ

れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
い
ち
早
く

５
Ｇ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
通
信
事
業
者
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
企
画
、
立

案
す
べ
き
で
は
。

町
長　

次
世
代
の
ソ※
１

サ
エ

テ
ィ
ー
５
・
０
、
Ｉ※
２
Ｏ
Ｔ
、

５
Ｇ
の
世
界
が
進
ん
で
い

ま
す
。
専
門
職
短
大
で
も

学
科
に
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

徳
島
県
神
山
町
の
成
功

事
例
と
新
た
な
時
代
に
５

Ｇ
の
協
力
団
体
を
選
定
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
１

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０

　

日
本
が
提
唱
す
る
未
来

社
会
の
目
標

※
２　

Ｉ
Ｏ
Ｔ

　

身
の
周
り
の
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
る
仕
組
み

菅
野
委
員　

ス
マ
ー
ト
農

業
を
推
進
す
る
に
は
圃
場

の
大
型
化
が
必
要
。

　

先
を
見
据
え
た
土
地
改

良
を
や
る
べ
き
で
は
。

町
長　

今
後
の
新
し
い
区

画
整
備
事
業
が
必
要
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
、

農
業
と
先
端
技
術
の
融
合

す
る
町
と
し
て
、
若
者
が

希
望
す
る
よ
う
に
研
究
し

ま
す
。

後
藤
委
員　

企
業
の
拡
張

に
伴
う
、
踏
切
周
辺
の
道

路
整
備
は
。

地
域
整
備
課
長　

県
道
、

町
道
、
通
学
路
の
調
査
検

討
が
必
要
で
す
。

公職者の未納はゆるさない
総務文教・産業厚生常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

危ない！歩道のない通学路



令和元年７月11日　議会だより（6）

（単位：万円）
科　目 金　額

完成土地等売却収入 1億5184

完成土地等売却原価 1億8976

開発中土地売却収益 0

販売費及び一般管理費 12

特 別 損 失 0

事 業 外 収 益 2

当期利益（税引後） △3802

繰 越 利 益 剰 余 金 657

飯豊町土地開発公社

添川住宅団地造成

土地開発公社

添川住宅団地造成進む
第三セクター

地域振興公社社長を民間から

　
平
成
30
事
業
年
度
土
地
開
発
公
社

及
び
町
が
50
％
以
上
出
資
し
て
い
る

第
三
セ
ク
タ
ー
4
社
の
30
年
度
決
算

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
地
開
発
公
社
は
、
萩
生
工
業
団

地
及
び
添
川
住
宅
団
地
が
ま
だ
売
却

で
き
な
い
た
め
、
当
期
は
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
両
物
件
と
も

今
後
完
売
さ
れ
、
黒
字
に
転
換
で
き

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
４
社
の
う
ち
「
い

い
で
め
ざ
み
の
里
㈱
（
物
産
館
）」

の
み
が
単
年
度
分
も
繰
越
分
も
黒
字

で
し
た
が
、
ほ
か
３
社
は
ど
ち
ら
も

赤
字
で
、
今
後
の
経
営
努
力
に
期
す

る
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
で「
㈱
地
域
振
興
公
社（
し

ら
さ
ぎ
荘
・
白
川
荘
）」
の
社
長
が
、

町
長
に
代
わ
り
民
間
か
ら
登
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
民
間
ら
し
い
経
営
手
腕
を
発
揮
さ

れ
、
大
胆
な
経
営
改
善
が
図
ら
れ
る

こ
と
に
期
待
し
ま
す
。
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（単位：万円）
科　目 金　額

売 上 高 4183

売 上 原 価 1465

販売費及び一般管理費 2921

営 業 外 収 益 98

営 業 外 費 用 0

特 別 利 益 4

当期利益（税引後） △119

繰 越 利 益 剰 余 金 △929

（単位：万円）
科　目 金　額

売 上 高 6億3786

売 上 原 価 3億9960

販売費及び一般管理費 2億3273

営 業 外 収 益 172

営 業 外 費 用 6

特 別 利 益 0

特 別 損 失 152

当期利益（税引後） 477

繰 越 利 益 剰 余 金 1714

（単位：万円）
科　目 金　額

売 上 高 3491

売 上 原 価 1073

販売費及び一般管理費 2498

営 業 外 収 益 0

営 業 外 費 用 9

特 別 損 失 175

当期利益（税引後） △272

繰 越 利 益 剰 余 金 △1119

（単位：万円）
科　目 金　額

売 上 高 3億5304

売 上 原 価 1億0363

販売費及び一般管理費 2億8046

営 業 外 収 益 466

営 業 外 費 用 105

特 別 利 益 255

特 別 損 失 0

当期利益（税引後） △2543

繰 越 利 益 剰 余 金 △4417

いいでめざみの里㈱
（物産館）

㈲エルベ

飯豊町地域振興公社
（しらさぎ荘・白川荘）

㈲どんでん平ゆり園

イタリア料理でお待ちしてます

水没林を活かした誘客を
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令
和
に
な
り
最
初
の

「
議
会
だ
よ
り
」と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
委
員
で
の

最
後
の
発
行
と
な
り
ま

し
た
が
、
任
期
期
間
中

は
、
皆
様
方
か
ら
ご
理

解
を
え
ら
れ
る
よ
う
、

読
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
に
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
み
な
さ
ま

方
よ
り
ご
意
見
、
ご
要

望
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
髙
橋　

記
）

編
集
後
記

　

桶
川
市
は
、
埼
玉
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
地
名
の

由
来
は
、
広
々
と
し
た
田
畑

と
い
う
意
味
で
、
紅
花
な
ど

農
作
物
の
生
産
地
お
よ
び
宿

場
と
し
て
栄
え
た
ま
ち
で
し

た
。

　

紅
花
の
生
産
量
は
山
形
に

次
い
で
全
国
２
番
目
で
し
た
。

　

民
間
所
有
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
内
に
、
市
営
の
体

育
館
と
図
書
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と

な
っ
た
建
物
で
あ
り
。
土
地

は
市
が
企
業
に
貸
し
付
け
、

建
物
は
企
業
か
ら
市
が
借
り

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

民
間
の
資
本
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
で
き
る
こ
と
が
う

ら
や
ま
し
く
感
じ
て
き
ま
し

た
。

　

６
月
12
〜
14
日
ま
で
の
３
日
間
、
全
議
員
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
桶
川
市
で
は
、
民
間
を
活
用
し
た
施
設
の

整
備
と
運
営
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
南
房
総
市
で
の
研
修
は
、
本
町
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
学
校
再
編
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し

て
き
ま
し
た
。

　

両
市
と
も
懇
切
丁
寧
な
説
明
で
、
わ
か
り
や
す
く

理
解
し
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
推
進
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
、
意

見
を
交
換
し
て
き
ま
し

た
。

　

合
併
と
同
時
に
学
校

再
編
の
検
討
に
着
手
し
、

地
域
の
理
解
を
得
ら
れ

る
ま
で
、
時
間
を
か
け

な
が
ら
丁
寧
に
説
明
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

統
合
を
推
進
す
る
に

は
行
政
側
が
し
っ
か
り

し
た
考
え
を
も
っ
て
、

対
応
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
い
ま
し
た
。

民
間
資
本
の
活
用

統
合
小
・
中
学
園
で

桶
川
市

南
房
総
市

全議員研修

小学校統廃合について


